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西望賞受賞作品前での「作家が語る鑑賞会」の様子

第39回日彫展を終えて



6
月
12
日
の
搬
入
に
は
じ
ま
り
、
6
月
24
日
か
ら
7
月

6
日
ま
で
の
、
国
立
新
美
術
館
で
の
、
第
39
回
日
彫
展
は
、

多
く
の
皆
様
の
ご
協
力
の
も
と
、
盛
会
裡
に
閉
会
致
し
ま

し
た
。
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

国
立
新
美
術
館
で
の
開
催
は
、三
回
目
と
な
り
ま
し
た
。

回
を
重
ね
る
に
従
っ
て
陳
列
の
方
式
も
一
定
の
コ
ン
セ
ン

サ
ス
を
得
て
、
定
着
し
つ
ゝ
あ
り
ま
す
。

1000
㎡
の
会
場
の
ス
ペ
ー
ス
で
約
400
点
の
彫
刻
作
品
の
陳

列
を
、
と
考
え
れ
ば
、
こ
れ
は
最
上
級
の
評
価
を
与
え
る

こ
と
が
出
来
る
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
私
共
に
は
、
自
我
自
讃
は
許
さ
れ
ま
せ

ん
。
な
ぜ
な
ら
そ
れ
は
、
進
歩
を
阻
む
と
い
う
だ
け
で
は

な
く
、
そ
れ
自
体
が
、
内
向
き
の
ヴ
ェ
ク
ト
ル
を
も
つ
も

の
だ
か
ら
で
あ
り
ま
す
。

私
共
は
、
会
を
挙
げ
て
今
、
公
益
社
団
法
人
へ
の
移
行

の
た
め
の
準
備
を
着
々
と
進
め
て
お
り
ま
す
。
公
益
社
団

法
人
は
「
対
社
会
」
と
い
う
こ
と
が
命
題
で
あ
り
ま
す
。

本
誌
は
こ
れ
ま
で
内
部
の
連
絡
誌
と
し
て
位
置
付
け
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
よ
り
「
対
社
会
」
と
言
う
視
点
を

持
た
せ
、
会
の
広
報
誌
と
し
て
再
出
発
い
た
し
ま
す
。
こ

れ
ま
で
の
私
共
の
公
益
事
業
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、

展
覧
会
開
催
の
次
に
代
表
的
事
業
は
、「
ア
ー
ト
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
」
と
い
う
研
究
誌
の
発
行
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は

一
彫
刻
団
体
が
発
行
し
て
い
る
研
究
誌
と
し
て
は
、
例
の

な
い
、
す
ぐ
れ
た
質
の
高
い
出
版
事
業
で
あ
り
ま
す
。

今
後
は
今
は
亡
き
先
輩
諸
氏
の
業
績
も
視
野
に
入
れ
て

い
き
た
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

継
続
事
業
と
し
て
行
っ
て
来
て
い
る
も
の
の
第
三
は
、

第
39
回
展
か
ら
国
立
新
美
術
館
と
の
共
催
事
業
と
し
て
実

施
さ
れ
ま
し
た
目
の
不
自
由
な
方
々
の
た
め
の
「
触
れ
る

彫
刻
鑑
賞
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
格
別
に
高
い
評
価
を
得
て
お
り
、
多
数
の
感

想
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

さ
わ
っ
て
み
る
鑑
賞
行
為
は
、
触
覚
の
芸
術
と
言
わ
れ

る
彫
刻
鑑
賞
の
原
点
に
係
る
も
の
で
あ
り
、
一
般
健
常
者

の
鑑
賞
活
動
と
し
て
も
、
意
義
深
い
事
業
で
あ
り
ま
す
。

「
彫
刻
の
普
及
、
新
人
の
育
成
を
も
っ
て
日
本
文
化
の

進
展
に
寄
与
す
る
」
と
い
う
日
彫
会
の
第
一
の
目
的
が
定

款
に
記
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
秀
れ
た
新
人
の
発
掘
と
育

成
は
、
最
重
要
課
題
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
の
方
策
を

充
分
に
考
え
実
施
し
て
行
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

審
査
や
、
評
価
の
あ
り
方
も
種
々
研
究
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。
西
望
賞
の
外
部
審
査
員
に
よ
る
選

考
は
成
功
例
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
。

来
年
度
は
、
第
40
回
日
彫
展
で
あ
り
ま
す
。
会
と
し
て

は
、
知
恵
を
出
し
あ
っ
て
、
内
容
の
あ
る
記
念
展
に
し
た

い
と
、
鋭
意
構
想
し
て
い
る
段
階
で
あ
り
ま
す
。

次
回
の
第
40
回
記
念
展
は
、
充
実
し
た
新
鮮
な
力
作
が

数
多
く
な
ら
ぶ
展
覧
会
で
あ
る
こ
と
を
ゆ
め
み
、
そ
し
て

期
待
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

― 2 ―



本
会
は
、
彫
刻
芸
術
に
関
す
る
研
究
及
び
創
作
活
動
を

振
興
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
結
成
さ
れ
、
社
団
法
人
の
活

動
の
中
心
事
業
と
し
て
、
日
彫
展
の
開
催
を
続
け
て
お
り

ま
す
。
彫
刻
分
野
単
独
の
美
術
公
募
団
体
と
し
て
は
、
日

本
有
数
の
規
模
を
誇
り
ま
す
。
六
本
木
の
国
立
新
美
術
館

へ
会
場
を
移
し
て
３
度
目
と
な
る
第
39
回
日
彫
展
の
総
括

を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

１
、

会
期
　
　
平
成
21
年
６
月
24
日
（
水
）

〜
７
月
６
日
（
月
）

休
館
日
　
６
月
30
日
（
火
）

２
、

会
場
　
　
国
立
新
美
術
館
３
Ａ

３
、

搬
入
総
数
及
び
陳
列
点
数

搬
入
総
数
　
　
　
３
７
５
点

陳
列
点
数
　
　
　
３
７
３
点

内
訳正

会
員
　
　
　
２
６
０
点

遺
作
　
　
　
　
　
　
４
点

会
友
　
　
　
　
　
６
５
点

応
募
　
　
　
　
　
４
１
点

無
鑑
査
　
　
　
　
　
３
点

４
、

入
場
者
数
　
８
５
５
８
名

（
内
訳
）

一
般
　
９
３
名

学
生
　
１
７
名
（
小
学
生
を
含
む
）

団
体
　
０
名

招
待
状
　
４
２
７
０
名

招
待
券
　
６
０
７
名

出
品
者
　
１
０
３
９
名

日
曜
日
無
料
　
２
３
４
６
名

障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
　
８
７
名

付
添
者
　
４
８
名

７
０
歳
以
上
、
子
供
　
５
１
名

５
、

日
彫
展
開
催
中
の
鑑
賞
支
援
活
動

・
作
家
が
語
る
鑑
賞
会
（
初
日
、
最
終
日
以
外
実
施
）

通
算
参
加
者
　
　
１
６
５
名

・
タ
ッ
チ
ツ
ア
ー
（
希
望
者
の
申
し
込
み
に
よ
り
実
施
）

通
算
参
加
者
　
　
　
３
２
名

・
盲
学
校
鑑
賞
教
室

６
月
26
日
（
金
）

筑
波
大
学
附
属
視
覚
特
別
支
援
学
校

高
校
生
　
１
７
名
　
引
率
者
８
名

７
月
３
日
（
金
）

東
京
都
立
葛
飾
盲
学
校

中
学
部
　
　
６
名
　
引
率
者
５
名

７
月
６
日
（
月
）

東
京
都
立
久
我
山
盲
学
校

小
・
中
学
生
３
２
名
　
引
率
者
２
７
名

※
本
号
で
は
６
、
７
頁
に
こ
れ
ら
の
盲
学
校
鑑

賞
教
室
に
つ
い
て
特
集
記
事
と
し
て
ま
と
め

て
お
り
ま
す
。

６
、

地
方
展

東
京
で
の
日
彫
展
終
了
後
陳
列
作
品
か
ら
、
63

点
を
基
本
巡
回
作
品
と
し
て
選
出
し
、
地
方
展

を
開
催
致
し
ま
し
た
。

第
39
回
　
日
彫
北
陸
展

会
期
　
平
成
21
年
７
月
15
日
（
水
）

〜
７
月
19
日
（
日
）

会
場
　
石
川
県
立
美
術
館

陳
列
点
数
　
８
４
点

入
場
者
数
　
１
６
７
０
名

第
39
回
　
日
彫
東
海
展

会
期
　
平
成
21
年
７
月
22
日
（
水
）

〜
７
月
26
日
（
日
）

会
場
　
愛
知
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー

陳
列
点
数
　
　
１
２
４
点

入
場
者
数
　
　
１
６
８
０
人

「
触
れ
て
み
る
彫
刻
展
」

参
加
者
１
名
　
付
添
２
名
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●
西
望
賞
　
―
　
外
部
審
査
員
に
よ
る
選
考

第
39
回
日
彫
展
西
望
賞
審
査
員

宝
木
範
義
　
氏
（
美
術
評
論
家
）

西
望
賞
は
、
故
　
北
村
西
望
　
日
本
彫
刻
会
名

誉
会
長
よ
り
寄
贈
さ
れ
た
基
金
に
よ
り
創
設
さ

れ
、
日
彫
展
に
お
け
る
全
出
陳
作
品
の
中
で
、

最
も
優
れ
た
作
品
に
授
与
さ
れ
ま
す
。

【
西
望
賞
審
査
講
評
】

宝
木
　
範
義

北
村
西
望
は
、
彫
刻
作
品
に
多
く
の
物
語
を
託
し
た
制
作

者
で
あ
っ
た
。
と
同
時
に
ま
た
、
豊
か
な
感
情
の
表
現
に
秀

で
て
い
た
。
昨
年
度
の
受
賞
者
・
時
光
新
吾
が
、
こ
の
振
幅

の
い
わ
ば
前
者
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
今
年
の
受
賞
作
は
む

し
ろ
後
者
を
体
現
す
る
作
品
で
あ
っ
て
ほ
し
い
、
と
い
う
の

が
選
考
に
当
た
っ
て
の
私
の
眼
目
で
あ
っ
た
。

堀
内
有
子
の
「
風
の
子
―
夏
」
は
ま
さ
に
こ
の
点
で
西
望

賞
に
ふ
さ
わ
し
い
。
こ
の
少
女
の
夏
の
思
い
出
は
、
お
そ
ら

く
誰
も
が
記
憶
の
片
隅
に
留
め
て
い
る
、
幼
い
こ
ろ
の
楽
し

か
っ
た
気
分
を
代
弁
し
、
大
人
に
な
っ
て
分
別
を
弁
え
た
彫

刻
家
が
や
れ
彫
刻
芸
術
は
か
く
あ
る
べ
し
と
、
小
難
し
い
事

を
言
い
始
め
る
に
つ
れ
て
、
ど
こ
か
に
置
き
忘
れ
て
し
ま
っ

た
主
題
で
も
あ
る
だ
ろ
う
。

だ
が
、
実
は
心
の
片
隅
に
う
ず
く
ま
る
こ
の
記
憶
こ
そ
が
、

表
現
を
志
す
も
の
に
と
っ
て
、
人
格
の
深
奥
の
魂
に
直
結
す

る
も
の
、
あ
え
て
い
え
ば
人
生
を
規
定
す
る
も
の
な
の
で
あ

る
。
堀
内
有
子
は
こ
の
側
面
を
発
掘
す
る
こ
と
に
成
功
し
た

こ
と
で
、
少
女
の
姿
を
通
俗
的
に
惰
す
こ
と
な
く
、
一
段
高

い
地
点
に
引
き
上
げ
て
い
る
。
そ
れ
に
つ
け
て
も
、
彫
刻
は

あ
ら
ゆ
る
可
能
性
の
向
か
っ
て
開
か
れ
て
い
る
べ
き
だ
。

他
に
は
、
青
山
三
郎
「
水
鏡
」、
上
田
久
利
「
風
、
よ
そ

お
い
」、
亀
淵
元
昭
「
ダ
ン
ス
」、
木
代
喜
司
「
微
光
」、
佐

藤
隆
男
「
黙
考
」、
舟
生
厚
「
母
と
行
く
」、
廣
川
政
和
「
八

月
の
風
」、
前
芝
武
史
「
射
手
座
」、
高
石
麻
代
「
忘
れ
な
い

木
」、
木
田
詩
子
「
言
葉
を
つ
む
ぐ
砦
」
な
ど
に
注
目
し
た
。

第
39
回
日
彫
展
で
は
、
役
員
、
正
会
員
の
う
ち
左
の
15

名
が
鑑
審
査
に
あ
た
り
ま
し
た
。

審
査
員
長

蛭
田
　
二
郎

市
村
　
緑
郎
　
　
佐
藤
　
隆
男
　
　
堤
　
　
直
美

野
畠
　
耕
之
介
　
池
川
　
　
直
　
　
小
島
　
靖
成

高
倉
　
準
一
　
　
辻
畑
　
隆
子
　
　
村
井
　
良
樹

川
田
　
良
樹
　
　
新
沢
　
博
志
　
　
田
丸
　
　
稔

堀
　
龍
太
郎
　
　
槇
野
　
仁
一

（
以
上
15
名
）

●
日
彫
賞
　
―
　
正
会
員
、
会
友
の
中
で
、
特
に
優
秀
と

み
ら
れ
る
作
品
に
授
与
さ
れ
ま
す
。

●
優
秀
賞
　
―
　
正
会
員
、
会
友
の
中
で
、
優
秀
と
み
ら

れ
る
作
品
に
授
与
さ
れ
ま
す
。

●
新
人
賞
　
―
　
一
般
応
募
入
選
作
品
の
中
で
、
優
秀

と
み
ら
れ
る
作
品
に
授
与
さ
れ
ま
す
。

第
39
回
日
彫
展
の
授
賞
作
品
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。
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第
39
回
日
彫
展
　
西
望
賞

堀
内
　
有
子
　
　
「
風
の
子
‐
夏
」

１
３
０
×
８
０
×
６
０
　
石
膏

小関　良太「風の中で」

170×60×45 FRP



日
時
　
平
成
21
年
６
月
24
日
（
水
）
午
後
５
時
よ
り

場
所
　
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
東
京
　

（
港
区
虎
ノ
門
２
―
10
―
４
）

別
館
２
階
　
メ
イ
プ
ル
ル
ー
ム

第
39
回
日
彫
展
広
報
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

平
成
21
年
４
月
15
日
発
行

第
39
回
日
彫
展
図
録
・
目
録

平
成
21
年
６
月
24
日
発
行
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東　誠「あした」

183×60×40石膏FRP

舟生　厚「母と行く」

160×70×60石膏

川村　洋平
「聳峙」

梶川　俊一郎
「C' est la vie」

丹羽　俊揮
「SPEED-TRICK-」

時田　直彦
「phonon-フォノン」

市村　成保「微睡む」

神
谷
　
健
司
「
雲
の
向
こ
う
」

岡
本
　
和
弘
「
キ
ザ
シ
」

前芝　武史
「射手座-外出前の風景-」 升田　幸太郎「ゆれる」 鈴木　徹男「春の野」 白石　恵里「相」

上松　真弥「風の行方」

宇
津
　
孝
志
「
家
路
」

横
山
　
丈
樹
「O

kutos

」



日
彫
会
で
は
第
36
回
展
よ
り
視
覚
障
害
者
の
方
々
へ
の

鑑
賞
支
援
を
目
的
に
、
触
れ
る
彫
刻
鑑
賞
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
行
っ
て
い
ま
す
。

展
覧
会
期
間
中
に
は
、
盲
学
校
の
児
童
生
徒
さ
ん
を
対

象
に
、
鑑
賞
教
室
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
視
覚
障
害
者
の
方
々
へ
の
鑑
賞
支
援
を
継
続
的

に
行
う
予
定
で
す
。
今
年
度
は
国
立
新
美
術
館
と
の
共
済

事
業
（
教
育
普
及
事
業
）
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
頁
で
は
第
39
回
展
の
盲
学
校
鑑
賞
教
室
（
視
覚
障

害
者
の
方
々
へ
の
手
引
と
作
品
に
触
れ
て
の
彫
刻
解
説
を

出
品
者
が
行
い
ま
す
）
の
様
子
と
参
加
校
の
児
童
生
徒
さ

ん
の
感
想
を
中
心
に
掲
載
し
ま
す
。

第
39
回
日
彫
展
で
は
３
つ
の
学
校
か
ら

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

鑑
賞
教
室
で
は
、
事
前
ま
た
は
、
事
後
に
点
字
や
文
字

を
拡
大
し
た
解
説
書
を
お
渡
し
し
ま
す
。
作
品
の
特
徴
や

作
者
の
意
図
な
ど
を
書
い
た
も
の
で
す
。

ま
た
作
品
鑑
賞
の
時
間
は
、
み
や
す
い
よ
う
に
展
示
台

を
通
路
の
中
央
に
出
し
て
、
で
き
る
だ
け
360
度
ぐ
る
り
と

鑑
賞
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。（
写
真
右
下
）

各
盲
学
校
よ
り
後
日
、
感
想
を
日
彫
会
宛
に
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
い
く
つ
か
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

（
各
感
想
文
　
久
我
山
盲
学
校
よ
り
）

ぼ
く
が
さ
い
ご
に
見
た
、
人
が
す
わ
っ
て
い
る
人
げ
ん

の
作
ひ
ん
が
、
お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。
右
足
が
左
足
の

上
に
あ
っ
て
、
せ
な
か
が
ま
が
っ
て
い
ま
し
た
。
大
人
が

２
人
ぶ
ん
い
な
い
と
は
こ
べ
な
い
そ
う
で
す
。

小
学
部
　
３
年
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６
月
26
日
（
金
）

筑
波
大
学
附
属
視
覚
特
別
支
援
学
校

高
校
生
17
名

引
率
者
８
名

７
月
３
日
（
金
）

東
京
都
立
葛
飾
盲
学
校

中
学
部
６
名

引
率
者
５
名

７
月
６
日
（
月
）

東
京
都
立
久
我
山
盲
学
校

小
・
中
学
生
32
名

引
率
者
27
名



ぼ
く
は
、い
ぬ
の
ち
ょ
う
こ
く
が
た
の
し
か
っ
た
で
す
。

お
お
き
く
て
ほ
ん
も
の
の
い
ぬ
み
た
い
で
し
た
。
ま
た
い

き
た
い
で
す
。

小
学
部
　
４
年

ぼ
く
は
ね
こ
の
ち
ょ
う
こ
く
が
す
き
で
す
。

ね
こ
が
う
ご
き
そ
う
で
し
た
。
ま
た
い
き
た
い
で
す
。

ね
こ
が
月
ま
で
と
ん
で
い
ま
し
た
。

小
学
部
　
４
年

ね
こ
や
い
ぬ
、
か
え
る
を
さ
わ
り
ま
し
た
。

と
ら
の
し
っ
ぽ
も
さ
わ
り
ま
し
た
。

い
っ
ぱ
い
さ
わ
れ
て
よ
か
っ
た
で
す
。

小
学
部
　
４
年

今
日
は
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

忘
れ
ら
れ
な
い
木
は
、
自
分
の
中
で
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

私
は
ど
こ
に
住
も
う
か
と
考
え
ま
し
た
。

私
は
屋
上
が
い
い
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

ま
た
行
き
た
い
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

中
学
部
１
年

こ
ん
に
ち
は
。

一
番
よ
か
っ
た
の
は
、
ト
ラ
さ
ん
が
よ
か
っ
た
で
す
。

ト
ラ
の
後
ろ
足
が
よ
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
後
ろ
足
が
長

か
っ
た
か
ら
で
す
。
あ
と
は
、
し
っ
ぽ
が
長
か
っ
た
か
ら

で
す
。

次
に
う
さ
ぎ
を
見
ま
し
た
。
う
さ
ぎ
は
寝
て
い
る
か
っ

こ
う
で
し
た
。さ
わ
っ
た
時
は
ツ
ル
ツ
ル
し
て
い
ま
し
た
。

「
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
」
と
い
う

作
品
を
み
ま
し
た
。
手
に
顔
を

当
て
る
ポ
ー
ズ
で
し
た
。
あ
と

は
「
天
を
あ
お
ぐ
」
を
見
ま
し

た
。
ど
ん
な
ポ
ー
ズ
か
と
い
う

と
、
手
と
足
を
組
む
ポ
ー
ズ
で

す
。
ネ
コ
も
み
ま
し
た
。
ネ
コ

の
か
っ
こ
う
は
、
座
っ
て
足
を

組
む
か
っ
こ
う
で
す
。
さ
わ
っ

た
ら
、
ざ
ら
ざ
ら
し
て
い
ま
し

た
。
今
日
は
本
当
に
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。

中
学
部
　
３
年

今
後
も
日
本
彫
刻
会
で
は
、
継
続
し
て
触
れ
る
彫
刻
鑑

賞
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。
そ
の
模
様

は
、
展
覧
会
終
了
後
の
会
報
で
お
知
ら
せ
を
い
た
し
ま

す
。
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盲
学
校
鑑
賞
教
室
は
、
多
く
の
児
童
・
生
徒
の
皆

さ
ん
の
熱
気
に
包
ま
れ
、
賑
や
か
で
楽
し
い
場
と
な

り
ま
し
た
。
中
で
も
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
、

作
品
の
間
を
縫
う
よ
う
に
一
緒
に
歩
き
な
が
ら
、
彫

刻
家
に
な
っ
て
み
た
い
と
話
し
て
く
れ
る
生
徒
さ
ん

の
笑
顔
で
す
。
も
っ
と
彫
刻
を
見
せ
て
あ
げ
た
い
、

と
強
く
思
っ
た
瞬
間
で
し
た
。
障
害
の
あ
る
子
ど
も

達
の
そ
う
し
た
思
い
を
、
作
家
と
し
て
心
に
留
め
な

く
て
は
、
と
思
っ
た
瞬
間
で
も
あ
り
ま
し
た
。

(N)



・
開
催
日
時
　
平
成
21
年
7
月
27
日
（
月
）
午
後
3
時

・
場
所
　
日
本
芸
術
院
会
館
　
講
堂

・
出
席
者
　
219
名
（
出
席
44
名
委
任
状
175
名
）

・
議
事

第
一
号
議
案
　
平
成
20
年
度
庶
務
・
事
業
報
告
承
認
の

件

第
二
号
議
案
　
平
成
20
年
度
決
算
報
告
承
認
の
件
・
監

査
報
告

第
三
号
議
案
　
会
員
状
況
承
認
の
件

第
四
号
議
案
　
そ
の
他
の
件

全
議
案
と
も
異
議
な
く
承
認
さ
れ
た

・
報
告
事
項

第
78
回
通
常
総
会
に
お
い
て
可
決
さ
れ
た
本
会
定
款
の

変
更
に
つ
い
て
平
成
21
年
4
月
3
日
付
で
文
部
科
学
大
臣

よ
り
認
可
が
下
り
た
。

平
成
21
年
4
月
29
日
か
ら
5
月
5
日
ま
で
日
本
橋
三
越

本
店
6
階
美
術
特
選
画
廊
に
お
い
て
会
員
の
中
か
ら
62
名

を
選
抜
し
、
作
品
展
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

具
象
の
小
品
が
並
べ
ら
れ
、
作
家
に
よ
る
解
説
も
行
わ

れ
ま
し
た
。
盛
会
裡
に
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

平
成
21
年
度
の
事
業
と
し
て
、
平
成
22
年
3
月
28
日

（
日
）
か
ら
4
月
10
日
（
土
）
ま
で
、
銀
座
の
美
術
会

館
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
青
羅
に
て
、
日
彫
会
の
若
手
を
中
心
と

し
た
展
覧
会
が
行
わ
れ
ま
す
。
開
催
の
折
に
は
ど
う
ぞ
、

お
気
軽
に
ご
高
覧
く
だ
さ
い
。

堀
内
　
有
子
　
　
小
関
　
良
太
　
　
東
　
　
　
誠

舟
生
　
　
厚
　
　
丹
羽
　
俊
揮
　
　
前
芝
　
武
史

梶
川
俊
一
郎
　
　
川
村
　
洋
平
　
　
時
田
　
直
彦

小
瀧
　
勝
平
　
　
永
江
　
智
尚
　
　
宮
坂
　
慎
司

植
田
　
　
努
　
　
小
西
　
徳
泉
　
　
浅
香
　
直
子

窪
　
信
一
朗
　
　
河
口
　
知
佳
　
　
伊
東
　
貞
子

坂
本
　
　
健
　
　
武
本
　
大
志
　
　
片
山
　
康
之

一
鍬
田
　
徹
　
　
間
島
　
博
徳
　
　
堀
　
龍
太
郎

長
谷
川
倫
子
　
　
森
　
矢
真
人
　
　
三
政
　
洋
一

紺
谷
　
　
武
　
　
　
　

（
出
品
者
以
上
28
名
）

◆
冒
頭
の
蛭
田
理
事
長
の
言
葉
の
中
に
も
述
べ
ら
れ
た
よ

う
に
、
日
彫
会
は
公
益
法
人
と
し
て
の
転
換
期
に
あ
り
ま

す
。会

報
委
員
会
も
こ
れ
を
受
け
て
、
会
員
向
け
の
会
報
か

ら
広
報
誌
と
し
て
の
役
目
を
担
い
一
般
の
方
々
に
む
け
、

展
覧
会
の
開
催
に
と
ど
ま
ら
ず
、
よ
り
社
会
貢
献
に
重
点

を
お
い
た
「
作
家
が
語
る
鑑
賞
会
」
や
「
触
れ
る
彫
刻
鑑

賞
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
な
ど
の
活
動
を
紙
面
に
大
き
く
取
り

上
げ
一
般
の
方
々
に
親
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
編
集
致

し
ま
し
た
。

◆
次
回
の
日
彫
展
は
40
回
目
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。
記
念

事
業
の
準
備
も
着
々
と
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

◆
本
会
の
研
究
誌
「
ア
ー
ト
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
の
充
実
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
広
報
に
も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
今
後
と
も
皆
様
の
ご
意
見
ご
希
望
を
と
り
入
れ
、
活
動

を
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

編
集
委
員
　
小
橋
暁
子
・
小
宮
山
美
貴
・
柴
田
良
貴

野
原
昌
代
・
吉
岡
　
　
徹

日
彫
会
報
№
64

平
成
21
年
10
月
20
日
発
行
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訃
　
報

正
会
員

陶
山
　
定
人
先
生
　
平
成
21
年
8
月
没

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

慶
　
事

正
会
員
　
圓
鍔
　
元
規
　
先
生

第
40
回
日
展
・
文
部
科
学
大
臣
賞
受
賞

平
成
20
年
11
月

役
　
員
　
宮
瀬
　
富
之
　
先
生

日
本
芸
術
院
賞
受
賞

平
成
21
年
3
月

和光至新橋

至 JR有楽町駅

至京橋

三越 松屋

王子製紙

三原橋
交番

JRA

ITO-YA

紙バルブ会館

ギャラリー青羅

Ａ2番出口

Ａ12番出口

9番出口

松
屋
通
り

マ
ロ
ニ
エ
通
り

ギャラリー青羅（地図）
東京都中央区銀座3－10－19

美術家会館 1階


